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2015 年 6 月、千葉県の展示会場「幕張メッセ」が 2020 年オリンピックの競技会場に使用されると報

道された。このニュースは幕張メッセで毎年開催している展示会の主催者、出展社、来場者、そして装

飾業者、電気施工業者などの関連企業など、何万人もの人々にショックを与えた。 

それ以来、日本の展示会産業の総本山とも言うべき日本展示会協会（以下、日展協）の会長 石積の

もとには、様々な方面から多数の危惧の声が寄せられている。一部を紹介しよう。 

① 多数の中小企業が倒産の恐れ（中小企業出展社の声） 

毎年 開催される展示会が、オリンピック期間中に中止になれば、我々中小企業の中で倒産する企業

が出てくることは確実だ。その理由は、優れた製品を持っていても販売力が弱い我々にとって、バイヤ

ーが何万人も集まって買ってくれる展示会は、最大の営業の場だからだ。 

また、毎年、展示会に合わせて新製品を開発し発表することが、何十年にも渡って恒例になっている

からだ。 

したがって展示会中止は我々が既に有している営業権を奪われるようなことだ。日展協はあらゆる方

面に働きかけ、2020 年も開催できるようにしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日展協会長 石積が千葉県 森田知事に要望（No.126, 15/07/23） オリンピックで深刻な問題が起きる恐れ 

このピンチは チャンスに変えられる 

展示会が中止になれば、中小企業が危機に 

「国立競技場の問題」より 深刻な社会問題に！ 

日展協会長 石積が森田知事への要望書を諸橋副知事に手渡す。左から、日展協 荒井副会長・展示会場委員長、千葉県 

麻生商工労働部長、千葉県 諸橋副知事、日展協 石積会長、松井副会長、梶原副会長 
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② 国立競技場の問題より深刻！（中小企業出展社の声） 

倒産の恐れがある中小企業は何千、何万社にも上る。それだけではない。毎年展示会に来場し、製品

の選定・購入を行っている、何十万人に上るバイヤーにとっても深刻だ。例えば大手の自動車メーカー

や、電機メーカーなどは、各部署から何十人ものバイヤーが部品などを買い付けに来場する。その部品

が無いだけで工場がストップすることもあるので、展示会中止は大問題だ。 

展示会の中止は我々にとって死活問題であり、直接損害を被るという点では、国立競技場の問題より

はるかに深刻だ。 

自民党には「展示会産業 議員連盟」があり、70 人もの国会議員が加盟していると聞いたが、先生方

にお願いして、オリンピックと展示会が両立できるようにしてほしい。 

③ 多数の支援企業が倒産の恐れ（支援企業の声） 

我が社の仕事は、展示する企業のブースを装飾することだが、もし仮に東京ビッグサイトで１年間、

幕張メッセで半年間、展示会が中止になれば、間違いなく倒産する。数多くの装飾会社をはじめ、電気

工事、人材派遣、ケータリング、運輸など、推定 1,000 社近くの支援企業が、展示会中止によって経営

難に陥る恐れがある。 

オリンピック誘致の目的は日本に活力を与え、国民を豊かにすることなのに、展示会中止によって

様々な問題が噴出し、オリンピックに大きな影を落とすのではないかと心配している。是非、幕張メッ

セに隣接して展示会場を増設し、オリンピックと展示会が両方とも成功するようにしてほしい。 

 

 

 

これらの声の多さ、強さに改めて突き動かされた日展協会長の石積および４人の副会長と理事は、「展

示会産業議員連盟」の薗浦健太郎 幹事長（千葉県選出 衆議院議員）のご尽力をいただきながら、千葉

県 森田知事に会い、要望書を提出することを決定した。 

その後、7月 6日（月）10:00 に、森田知事からの指示を受けた諸橋省明副知事が、石積および３人

の日展協副会長と会談することになった。彼らは森田知事への要望書を手渡し、強く訴えた。前頁の写

真はその時の様子であるが、要望書の内容を以下、紹介したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日展協はどのように動いたか？ 
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（中略） 

このような通念

（中略） 
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（中略） 
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追 記 

今回、上記の要望書には記さなかったが、今後、幕張メッセを拡張するうえで、関係者には以下の２

点を留意してほしいと、石積および日展協の幹部は考えている。 

① 増設館の造り方と建設費について 

仮設館として簡便な会場を建設するならば、総額 100 億円くらいで可能だと試算している。 

また、可能ならば仮設館をオリンピックの競技会場とし、オリンピック後に改築して展示会場に

すること。そうすれば、現在の展示会場を競技会場に造り替え、オリンピック後に再び展示会場

に復元する工事が不要になり、全体のコストも軽減できると考える。 

② 建設費用の負担について 

展示会場は公共的な基本インフラであることから、第一義的には、千葉県、千葉市が中心となる

べきだと考えるが、今回、急を要する事態であることから、もっと柔軟に考え、様々な方法を採

用すべきだと思料する。 

例えば、自治体に加え、政府、経済団体、展示会関連団体および企業からの出資を募ることも十

分可能だと考える。さらに、外資で会場建設に意欲を持つ企業も対象になると思う。 

このように多くの出資者を募れば、割合簡単に建設費用を捻出できるものと考える。 

 

諸橋副知事は、石積および副会長の説明に熱心に耳を傾けてくれ、「出展社の大部分は中小企業であ

り、展示会の中止が中小企業の経営に重大な影響を与えること、さらに、展示会は通常の単発的なイベ

ントとは異なり、毎年、何十年にも渡って継続して行われるという原則について、より強く認識するこ

とができた。千葉県は中小企業の振興策に力を入れているので、県としても中小企業への影響は何とし

ても避けなければならないと考えている。今後、県としても詳しく調査し、相応の対策を取るよう努め

る。いただいた要望を真剣に検討する。」との返答があった。 

 

 

 

 

 

 

石積が「展示会の中止は、社会問題になる」と強く懸念する背景には、2011 年の東日本大震災のと

きの経験がある。 

大震災の後、日本中の展示会が中止となる中、石積は震災後 2 日目に「リードは予定通り、全ての展

示会を開催する」と国内外に宣言。そして様々な困難を克服し、震災から１か月後に「フラットパネル

ディスプレイ展」を東京ビッグサイトで開催。例年と変わらない多数の来場者を集め、世界中の関係者

を驚かせた。 

「展示会の中止は、社会問題になる！」 

石積を動かした、震災時の体験 
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その時、石積にとって生涯忘れられない光景が起きた。

多くの来場者で混雑する会場を、石積がほっと胸をなで

おろしながら歩いていたとき、各ブースにいた出展社や、

会場にいた装飾、電気、マンパワー等の展示会関連サー

ビスの方々が、石積に対して大きな拍手を送ってくれた

のだ。 

多くの出展社が、「開催してくれたので、販売の機会を

失わずに済んだ」、「新製品を１年かけて準備していたの

で、発表できて助かった」と握手を求めた。 

また、多くの展示会関連サービス企業が、「１か月間、

展示会が中止になり、売上がゼロで、倒産の危機に瀕し

ていた。これで救われた！」と深い感謝の言葉をかけて

くれた。 

石積はこのときの経験から、「たった１か月間、展示会

が無くなっただけでも、多くの出展社や展示会関連サービスの企業が販売の機会を失い、経営の危機に

直面した。もし仮に 2020 年のオリンピックの時、ビッグサイトが１年間、幕張メッセが半年間、使え

ないようになったら、極めて深刻な社会問題になる。」と強く懸念しているのだ。 

実は前回のロンドン・オリンピックの時も、ロンドン市内の展示会場「エクセル（10 万㎡）」がオリ

ンピック会場に使用された。しかし、展示会場、展示会産業、政治行政はこの問題を深刻に受け止め、

ＩＯＣに強く働きかけた結果、展示会場がオリンピックに使用された期間は 2～3 か月に短縮されたと

言う。メディアセンターも、展示会場以外の場所に新たに建設され、結果的に、中止になった展示会は

一つも無かったと言う。 

 

石積は様々な関係者の力添えを得ながら、ロンドン・オリンピックの時のように、2020 年の東京オ

リンピックの成功と、展示会の予定通りの開催が両立するよう、今後も全力を尽くす決意である。読者

の皆さんからの絶大なるご理解とご協力を心から願っている。 
 
 
 

 
 

Ｅｍａｉｌ： pr@reedexpo.co.jp ＦＡＸ： 03-3349-8599  
お問い合わせ： リード エグジビション ジャパン(株) 広報部 部長  田中 嘉一  TEL: 03-3349-8501 

ご意見、ご感想を 下記までお寄せください 

「オリンピックの時に訪れる危機をチャンスに変

えるために全力を尽くす」と石積は決意している 


